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はじめに 

磁気ワイヤ等における大バルクハウゼンジャンプを伴う急峻な磁化反転は、検出コイルにパルス電圧を誘

起する。この電圧を出力とする磁気センサが広く研究されてきた(1-3)。ひねり処理加工した FeCoV ワイヤ（以

下、複合磁気ワイヤと記述する）においても印加磁場の時間変化に無依存のパルス出力が得られ、様々な実

験結果が報告されてきた(4-5)。この現象を利用する磁気センサは、外部電源が不要であること、動作温度範囲

が広いことなどの特徴を有する。我々は、これらの特徴を生かして、無電源センサや振動エネルギーを電気

エネルギーに変換するエネルギーハーベスティング素子への応用に着目している(6)。 

実験方法・結果 

本稿では、ローター等に装着した磁石による励磁条件下での、複合磁気ワイヤの出力特性及び磁壁移動を

検討した結果を報告する。ひねり処理加工した FeCoV ワイヤ（線長 25 mm、線径 0.25 mm）の 2 箇所に、ワ

イヤに直接巻きつけた幅 1 mm、巻き数 50 turn の検出コイルを設置した。その 2つのコイルで検出した FeCoV

ワイヤの磁化反転に伴うパルス出力を Fig. 1に示す。両パルスの時間差から磁壁移動速度が求まるとともに(6)、

コイル位置を変化させることにより磁化反転するワイヤの領域を特定することができる。さらに励磁用磁石

として、3 mm×3 mm×5 mmの NeFeB 磁石を回転軸に磁石を取り付け、その回転に伴いワイヤ線長方向に双

方向の磁場を印加するような配置（Fig. 2）での実験結果も当日報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1  Waveforms of output voltages detected by  Fig. 2  Configuration for measurement of 

two pickup coils.           induced voltage from FeCoV wire. 
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